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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＨＳ－ＳＣＣＨ（High Speed Shared Control Channel：高速共有制御チャンネル）の
迅速な検出を提供する方法であって、
　（ａ）複数のＨＳ－ＳＣＣＨを介して送信されたメッセージを受信すること、
　（ｂ）前記メッセージを復号化すること、
　（ｃ）それぞれの前記ＨＳ－ＳＣＣＨに対して累積ソフト判定値を生成すること、
　（ｄ）それぞれの前記累積ソフト判定値をソフト判定値の閾値と比較することにより閾
値試験を実行すること、および
　（ｅ）前記ソフト判定値の閾値より低い前記累積ソフト判定値を有するそれらのＨＳ－
ＳＣＣＨの中で最も低い累積ソフト判定値を有するＨＳ－ＳＣＣＨを選択することであっ
て、複数の前記累積ソフト判定値が前記閾値試験を通過しかつ値が接近している場合、以
前に最後に受信されたメッセージを送信するために使用されていた前記ＨＳ－ＳＣＣＨを
選択すること
　を備えることを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記ＨＳ－ＳＣＣＨが、ＨＳ－ＤＳＣＨ（High Speed Downlink Shared Channel：高速
ダウンリンク共有チャンネル）を介するデータを受信するために必要な情報を伝送するこ
とを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
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　それぞれのＨＳ－ＳＣＣＨのサブフレームの第１のタイムスロットにて前記メッセージ
を受信することを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　（ｆ）それぞれのＨＳ－ＳＣＣＨに対してＢＥＲ（Bit Error Rate：ビット誤り率）を
生成すること、
　（ｇ）それぞれのＢＥＲを予め定められた閾値と比較すること、および
　（ｈ）最も低いＢＥＲを有するＨＳ－ＳＣＣＨを判定すること
　をさらに備えることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　ＨＳ－ＳＣＣＨ（High Speed Shared Control Channel：高速共有制御チャンネル）の
迅速な検出を提供するＷＴＲＵ（Wireless Transmit/Receive Unit：無線送受信ユニット
）であって、
　（ａ）複数のＨＳ－ＳＣＣＨを介して送信されたメッセージを受信する手段、
　（ｂ）前記メッセージを復号化する手段、
　（ｃ）それぞれのＨＳ－ＳＣＣＨに対して累積ソフト判定値を生成する手段、
　（ｄ）それぞれの前記累積ソフト判定値をソフト判定値の閾値と比較することにより閾
値試験を実行する手段、および
　（ｅ）前記ソフト判定値の閾値より低い前記累積ソフト判定値を有するそれらのＨＳ－
ＳＣＣＨの中で最も低い累積ソフト判定値を有するＨＳ－ＳＣＣＨを選択する手段であっ
て、複数の前記累積ソフト判定値が前記閾値試験を通過しかつ値が接近している場合、以
前に最後に受信されたメッセージを送信するために使用されていた前記ＨＳ－ＳＣＣＨの
１つを選択する手段
　を備えることを特徴とするＷＴＲＵ。
【請求項６】
　前記ＨＳ－ＳＣＣＨが、ＨＳ－ＤＳＣＨ（High Speed Downlink Shared Channel：高速
ダウンリンク共有チャンネル）を介するデータを受信するために必要な情報を伝送するこ
とを特徴とする請求項５に記載のＷＴＲＵ。
【請求項７】
　それぞれのＨＳ－ＳＣＣＨのサブフレームの第１のタイムスロットにて前記メッセージ
を受信することを特徴とする請求項５に記載のＷＴＲＵ。
【請求項８】
　（ｆ）それぞれのＨＳ－ＳＣＣＨに対してＢＥＲ（Bit Error Rate：ビット誤り率）を
生成する手段、
　（ｇ）それぞれのＢＥＲを予め定められた閾値と比較する手段、および
　（ｈ）最も低いＢＥＲを有するＨＳ－ＳＣＣＨを判定する手段
　をさらに備えることを特徴とする請求項５に記載のＷＴＲＵ。
【請求項９】
　ＨＳ－ＳＣＣＨ（High Speed Shared Control Channel：高速共有制御チャンネル）の
迅速な検出を提供するＩＣ（Integrated Circuit：集積回路）であって、
　（ａ）複数のＨＳ－ＳＣＣＨを介して送信されたメッセージを受信する手段、
　（ｂ）前記メッセージを復号化する手段、
　（ｃ）それぞれのＨＳ－ＳＣＣＨに対して累積ソフト判定値を生成する手段、
　（ｄ）それぞれの前記累積ソフト判定値をソフト判定値の閾値と比較することにより閾
値試験を実行する手段、および
　（ｅ）前記ソフト判定値の閾値より低い前記累積ソフト判定値を有するそれらのＨＳ－
ＳＣＣＨの中で最も低い累積ソフト判定値を有するＨＳ－ＳＣＣＨを選択する手段であっ
て、複数の前記累積ソフト判定値が前閾値試験を通過しかつ値が接近している場合、以前
に最後に受信されたメッセージを送信するために使用されていた前記ＨＳ－ＳＣＣＨを選
択する手段
　を備えることを特徴とするＩＣ。
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【請求項１０】
　前記ＨＳ－ＳＣＣＨが、ＨＳ－ＤＳＣＨ（High Speed Downlink Shared Channel：高速
ダウンリンク共有チャンネル）を介するデータを受信するために必要な情報を伝送するこ
とを特徴とする請求項９に記載のＩＣ。
【請求項１１】
　それぞれのＨＳ－ＳＣＣＨのサブフレームの第１のタイムスロットにて前記メッセージ
を受信することを特徴とする請求項９に記載のＩＣ。
【請求項１２】
　（ｆ）それぞれのＨＳ－ＳＣＣＨに対してＢＥＲ（Bit Error Rate：ビット誤り率）を
生成する手段、
　（ｇ）それぞれのＢＥＲを予め定められた閾値と比較する手段、および
　（ｈ）最も低いＢＥＲを有するＨＳ－ＳＣＣＨを判定する手段
　をさらに備えることを特徴とする請求項９に記載のＩＣ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は無線通信に関する。より詳細には、本発明はＨＳ－ＳＣＣＨ（High Speed Sha
red Control Channel：高速共有制御チャンネル）の迅速な検出を提供する方法および装
置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　第三世代パートナーシッププロジェクト（３ＧＰＰ：３rd Generation Partnership Pr
oject）規格のリリース５にて高速ダウンリンク・パケット・アクセス（ＨＳＤＰＡ：Hig
h speed downlink packet access）が紹介されている。ＨＳＤＰＡは、ハイブリッド自動
再送（Ｈ－ＡＲＱ：Hybrid Automatic Repeat request）、および適応変調符号化（ＡＭ
Ｃ：Adaptive Modulation and Coding）を支援するためにアップリンクおよびダウンリン
クを制御する追加的信号方式を必要とする。ＡＭＣはリンク適応化の一形態であり、ＱＰ
ＳＫまたは１６－ＱＡＭのいずれかの変調タイプ、および符号化速度がＷＴＲＵ（Wirele
ss Transmit/Receive Unit：無線送受信ユニット）により報告されたチャンネル品質推定
値に基づいて選択される。
【０００３】
　ＡＭＣおよびＨ－ＡＲＱ技法の動作において経験される問題の１つがフィードバックル
ープにおける遅延である。遅延の問題を解決するために、ＨＳ－ＳＣＣＨ上で伝送される
ダウンリンク制御信号方式は、データの大半を伝送するＨＳ－ＤＳＣＨ（High Speed Dow
nlink Shared Channel：高速ダウンリンク共有チャンネル）に対して、時間的にずらされ
る。図１はＨＳ－ＳＣＣＨとＨＳ－ＤＳＣＨとの間の従来技術の時間関係を示す。ＨＳ－
ＳＣＣＨおよびＨＳ－ＤＳＣＨは共に、約２ミリ秒のタイムスロット・フレームを３つ含
む。ＨＳ－ＳＣＣＨとＨＳ－ＤＳＣＨとの間で１つのタイムスロットは重畳している。
【０００４】
　ＨＳ－ＳＣＣＨは以下の情報を伝送する。すなわち、１）チャンネル化符号集合情報、
２）変調方式情報、３）トランスポートブロックの大きさ情報、４）Ｈ－ＡＲＱ処理情報
、５）冗長性および配置の種類、６）新規データ表示子、および７）ＷＴＲＵ識別標識、
である。チャンネル化符号集合情報および変調方式情報は、ＨＳ－ＤＳＣＨを通して受信
したデータを復調するために受信機を構成する際において時間制限が厳しい。この情報は
、ＨＳ－ＤＳＣＨを介してデータを完全に受信し終わる前に復調されまたはバッファリン
グされねばならない。
【０００５】
　ＷＴＲＵがＨＳ－ＤＳＣＨダウンリンクに対して予定されているかどうかを決定するに
際して、高度の信頼性を得るためにＣＲＣ（Cyclic Redundancy Check：巡回冗長検査）
が採用される。しかしながら、ＣＲＣが２ミリ秒のＨＳ－ＳＣＣＨサブフレームの全体に
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基づいて計算されるため、ＷＴＲＵがＨＳ－ＤＳＣＨを通して既にデータを受信し始めて
いても、そのＷＴＲＵがそのＨＳ－ＳＣＣＨサブフレーム全体を受信し終わるまで、ＣＲ
Ｃを使用することができない。
【０００６】
　ＨＳ－ＤＳＣＨを通して受信されたデータは、ＣＲＣが確認できるまであらゆるＨＳ－
ＳＣＣＨサブフレームの間、単にバッファリングされ、そしてそのＨＳ－ＳＣＣＨが特定
のＷＴＲＵに向けられていないとなった場合には、それを廃棄することができる。しかし
ながら、この対応方法には２つの重大な欠点がある。第１に、起こり得る復調に対するチ
ップ速度にて受信データをバッファリングするために消費される電力は無視できない。そ
のＷＴＲＵに対していずれのＨＳ－ＤＳＣＨも予定されていなくとも、ＷＴＲＵはすべて
のサブフレームに際して、電力を消費せねばならない。第２に、ＷＴＲＵにおけるＨＳ－
ＤＳＣＨの復号化に際しては、確認応答または否定的応答を迅速に生成することを必要と
する、厳格な時間的要求がある。ＨＳ－ＤＳＣＨを復号化するために割り当てられた時間
予算は、ＨＳ－ＤＳＣＨ復調器を構成する際にＨＳ－ＳＣＣＨのＣＲＣを利用するために
必要とされる追加的バッファリングにより減少する。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　したがって、ＨＳ－ＤＳＣＨを介してデータを受信する前にＨＳ－ＳＣＣＨをより迅速
に検出することを提供する方法および装置が必要である。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、ＨＳ－ＳＣＣＨの迅速な検出を提供する方法および装置に関する。ＨＳ－Ｓ
ＣＣＨは、ＨＳ－ＤＳＣＨを介してデータを受信するために必要な情報を伝送する。本装
置は、複数のＨＳ－ＳＣＣＨを介して送信されたメッセージを受信する。本装置は、それ
ぞれのＨＳ－ＳＣＣＨを介して受信されたメッセージの、チャンネル品質、望ましくはビ
ット誤り率および累積ソフト判定値を測定する。本装置は、そのチャンネル品質を予め定
められた閾値と比較することにより、閾値試験を実行する。本装置は、引き続く処理のた
めに、測定されたチャンネル品質に基づきＨＳ－ＳＣＣＨの内の１つを選択する。２つ以
上のソフト判定値がソフト判定値の閾値を超えかつ値が接近している場合には、それらソ
フト判定値の１つが以前に最後に受信されたメッセージで使用されていたならば、それを
選択することができる。本装置は、ＷＴＲＵ、基地局、またはその中のＩＣ（Integrated
 Circuit：集積回路）とすることができる。
【０００９】
　本発明のより詳細な理解は、例として与えれた以下の好適な例の記述から得ることがで
き、かつ添付された図面に関連して理解されるであろう。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　本発明は、全体を通して同様な数字が同様な要素を表す図面を参照して記述される。
【００１１】
　これ以後、用語「ＷＴＲＵ」には、限定するものではないが、ユーザ設備（ＵＥ：User
 Equipment）、移動体端末局（mobile station）、固定または移動体の加入者ユニット、
ページャ、または無線環境で動作する能力のある他の任意の種類の装置もが含まれる。こ
れ以後言及される用語「基地局（base station）」には、限定するものではないが、ノー
ド－Ｂ（Node-B）、サイト制御装置、アクセスポイント（ＡＰ：Access Point）、または
無線環境における他の任意の種類のインタフェース装置もが含まれる。
【００１２】
　本発明は、一般に統合無線通信システム（ＵＭＴＳ：Universal Mobile Telecommunica
tions System）、ＣＤＭＡ２０００、およびＣＤＭＡに適用されて、時分割複信（ＴＤＤ
：Time Division Duplex）、周波数分割複信（ＦＤＤ：Frequency Division Duplex）、
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および時分割同期ＣＤＭＡ（ＴＤＳＣＤＭＡ：Time Division Synchronous Code Divisio
n Multiple Access）に適用可能であり、また他の無線システムにも適切に適用可能であ
るべく想定されている。
【００１３】
　本発明の特徴は、ＩＣに組み込まれ、または多数の内部接続された構成要素を含む回路
の状態に構成することができる。
【００１４】
　図２は、本発明によるＨＳ－ＳＣＣＨの迅速な検出を提供する装置１００のブロック図
である。本システムは、複数のＨＳ－ＳＣＣＨ復号器１０２、閾値比較器１０４、および
選択器１０６を含む。現在の３ＧＰＰ規格の下では、ＷＴＲＵが最大４つのＨＳ－ＳＣＣ
Ｈを監視する必要があるため、４つのＨＳ－ＳＣＣＨ復号器が使用されることが望ましい
。しかしながら、４つの代わりに任意の数のＨＳ－ＳＣＣＨ復号器をも利用することがで
きることは理解されるべきであり、以下、本発明では、限定のためではなく１つの例証と
して、４つのＨＳ－ＳＣＣＨ復号器と言及して記述する。
【００１５】
　それぞれのＨＳ－ＳＣＣＨ復号器１０２は、個別の入力１１２を通してそれぞれのＨＳ
－ＳＣＣＨのサブフレームの第１のタイムスロットにてメッセージを受信する。それぞれ
のＨＳ－ＳＣＣＨ復号器１０２は、ビタビ（Viterbi）復号器３０５およびＢＥＲ（Bit E
rror Rate：ビット誤り率）計算ユニット３１０を含み、図３を参照し以下に詳細に記述
する。それぞれのＨＳ－ＳＣＣＨ復号器１０２はＢＥＲを生成し、かつ随意的に、ＨＳ－
ＳＣＣＨサブフレームの第１のタイムスロットにて受信されたメッセージにつき累積ソフ
ト判定値をさらに生成することができる。ＢＥＲまたは累積ソフト判定値は、チャンネル
品質の表示の単なる一例として用いられるものであり、かつ伝送されたデータを誤りなく
正しく受信した程度を表示することが可能な他のいずれのパラメータも、ＢＥＲまたは累
積ソフト判定値の代わりに使用することができることが理解されるべきである。
【００１６】
　それぞれのＨＳ－ＳＣＣＨ復号器１０２は、ＷＴＲＵのメモリ１０８に格納される指定
されたＷＴＲＵの識別標識（identity：ＩＤ）を受け取る。現在の３ＧＰＰ規格の下では
、ＨＳ－ＳＣＣＨのサブフレームの第１のフィールドは、ＷＴＲＵのＩＤによりマスクを
かけられ、ＷＴＲＵ毎に特有のマスク化動作をもたらす。ＷＴＲＵのＩＤは、メッセージ
が特定のＷＴＲＵに向けられているか否かを検出する際に使用される。それぞれのＨＳ－
ＳＣＣＨ復号器１０２は、ＨＳ－ＳＣＣＨの第１のタイムスロットにて受信されたメッセ
ージを復号化する際にＷＴＲＵのＩＤを利用する。
【００１７】
　閾値比較器１０４は、それぞれのＨＳ－ＳＣＣＨ復号器１０２からＢＥＲおよび／また
は累積ソフト判定値を含むパラメータを受け取り、閾値メモリ１１０に格納される個々の
予め定められたＢＥＲ閾値および／またはソフト判定値の閾値と、そのパラメータとを比
較することにより閾値試験を実行する。それぞれの閾値はオペレータの選択に依り構成可
能なパラメータである。次に、閾値比較器１０４は、閾値試験を通過したＨＳ－ＳＣＣＨ
の内で最も低いＢＥＲまたは累積ソフト判定値を有するＨＳ－ＳＣＣＨを示すインデック
スを出力する。
【００１８】
　閾値比較器１０４は、いずれのＨＳ－ＳＣＣＨ復号器も閾値試験を通過していないこと
を示す「ＮＡ」を含む５つの可能な値の１つを出力することができる。閾値比較器１０４
の出力は、ＨＳ－ＳＣＣＨ復号器１０２の１つが、目的とするＷＴＲＵにむけてそのＨＳ
－ＳＣＣＨが指定されるだけの高い信頼性を有するに十分な低いチャンネルＢＥＲまたは
代替えとして低い累積ソフト判定値を有するか否かに基づいている。選択器１０６は、そ
れぞれのＨＳ－ＳＣＣＨ復号器１０２から復号器出力を受け取り、引き続く処理に対して
、最も低いＢＥＲまたは累積ソフト判定値を有する復号器出力を選択する。
【００１９】
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　図３は本発明による装置１００において使用されるＨＳ－ＳＣＣＨ復号器１０２のブロ
ック図である。ＨＳ－ＳＣＣＨ復号器１０２は、ビタビ復号器３０５およびＢＥＲ計算ユ
ニット３１０を含む。ビタビ復号器３０５は、ビタビアルゴリズムを使用して初めに伝送
されたビットストリームを検出するソフト判定復号器である。ビタビ復号器３０５は、送
信ビットストリームの推定値である出力系列を生成する。ビタビ復号器３０５は、最後に
受信されたビットが処理されるまで、残存している経路を選択してそれぞれのステップに
おいて累積ソフト判定値を計算する。復号処理が完了すると、復号されたビットストリー
ムと共に最終累積ソフト判定値が決定される。それぞれのビタビ復号器３０５は、選択器
１０６に復号されたビットストリームを出力し、そして選択器１０６は、引き続く処理の
ためにそれらの内の１つを選択することができる。
【００２０】
　ＢＥＲ計算ユニット３１０は、受信された信号におけるＢＥＲを計算する。任意の従来
の方法を使用して、ＢＥＲ計算ユニット３１０でＢＥＲを計算することができる。例えば
、追加的畳み込み符号器（convolutional encoder）を利用することができる。ビタビ復
号器３０５の１つにより生成された復号されたビットストリームの出力は、再び符号化さ
れ、その符号化されたビットストリームが、受信されたビットストリームとビット毎に比
較され、ビット誤り件数を生成する。受信されたビットストリームは、再符号化されたビ
ットストリームと比較される前にバッファに格納される。ＢＥＲは、ビタビ復号器３０５
の仕組みを使用して計算されることが望ましい。　図４は、本発明の好適な実施形態によ
るＨＳ－ＳＣＣＨの迅速な検出を提供するためにビット誤り率を推定する際に、ビタビ復
号器の仕組みを利用する装置４００である。装置４００は、処理のための信号４０５を受
信し、受信した信号４０５を修正されたビタビ復号器４１０に転送し、そこから復号され
たビット４１５、および符号化されたビット系列の推定値４２０を出力する。ハード判定
ユニット４２５はまた、信号４０５を受け取り、符号化されたビット系列推定値４２０を
出力信号４３０と比較しそしてチャンネルＢＥＲ推定値４４０を出力する、チャンネルＢ
ＥＲ推定器４３５へ、信号４３０を出力する。ソフト判定値累積器４４５はまた、符号化
されたビット系列推定値４２０を受け取り、順に累積ソフト判定値４５５を出力するソフ
ト判定ユニット４５０に出力を提供する。
【００２１】
　あるいはまた、閾値比較器１０４は、複数のＨＳ－ＳＣＣＨ復号器出力の１つを選択す
る際に、ビタビ復号器３０５により生成された累積ソフト判定値を利用することができる
。トレリス経路（Trellis path）における累積ソフト判定値は、それぞれのビタビ復号器
３０５において受信されたビットストリームを復号する際に計算される。最終的な累積ソ
フト判定値が計算され、復号処理が完了した際に最終的に残存している経路が判定される
。累積ソフト判定値は閾値比較器１０４へ入力され、ソフト判定値の閾値に対して比較さ
れる。閾値比較器１０４は、閾値試験を通過したＨＳ－ＳＣＣＨの内で、最も低い累積ソ
フト判定値を有するＨＳ－ＳＣＣＨを示すインデックスを出力する。累積ソフト判定値お
よびＢＥＲのビタビ復号器３０５による結合推定は、ＨＳ－ＳＣＣＨ復号に対する待ち時
間を減少させる。
【００２２】
　図５は本発明によるＨＳ－ＳＣＣＨの迅速な検出を実施するための方法ステップを含む
処理５００に関するフロー図である。ステップ５０２で、ＷＴＲＵは、そのＷＴＲＵが監
視するべく割り当てられている４つのＨＳ－ＳＣＣＨのそれぞれの第１のタイムスロット
にてダウンリンク制御メッセージを受信する。ステップ５０４では、現在の３ＧＰＰ規格
の下では４０個のシンボルとなる受信されたメッセージは、ＨＳ－ＳＣＣＨ復号器により
復号される。同時に、受信されたビットストリームはメモリに格納され、ＢＥＲが計算さ
れる（ステップ５０６）。随意的に、累積ソフト判定値が復号器により出力される場合が
ある。ステップ５０８では、ＢＥＲおよび／または累積ソフト判定値は、個別に予め定め
られた閾値と比較される。閾値試験を通過したＨＳ－ＳＣＣＨが１つでもあれば、ＷＴＲ
Ｕは最も低いＢＥＲまたは累積ソフト判定値を有する１つのＨＳ－ＳＣＣＨを選択する（
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【００２３】
　代替の実施形態においては、複数の累積ソフト判定値が閾値試験を通過しかつ値が接近
している場合、以前に最後に受信されたメッセージを送信するために使用されていたＨＳ
－ＳＣＣＨを選択することができる。次に、ＷＴＲＵ、ＨＳ－ＳＣＣＨにより示されたＨ
Ｓ－ＤＳＣＨを通してダウンリンクメッセージを受信する。
【００２４】
　本発明の迅速な検出アルゴリズムにより、ＷＴＲＵはＨＳ－ＤＳＣＨサブフレームをバ
ッファリングし、そして処理するための不必要な電力消費を回避することができる。加え
てＨＳ－ＳＣＣＨの迅速な検出は、ＨＳ－ＤＳＣＨの復号に関するタイミング要件を緩和
することを可能とする。
【００２５】
　好適な実施形態を参照して、本発明は特に示され、記述されてきたが、以上に記述され
た本発明の範囲から逸脱することなく、形式および詳細において様々な変更をここで行う
ことができることが当業者によって理解されるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】ＨＳ－ＳＣＣＨとＨＳ－ＤＳＣＨとの間の従来技術の時間関係を示す図である。
【図２】本発明による、ＨＳ－ＳＣＣＨの迅速な検出を提供する装置のブロック図である
。
【図３】図２の装置において使用される復号器のブロック図である。
【図４】本発明の１つの好適な実施形態による、ビット誤り率の推定の際にビタビ（Vite
rbi）復号器の構造を利用する装置のブロック図である。
【図５】本発明による、ＨＳ－ＳＣＣＨの迅速な検出を提供する方法ステップを含む処理
のフロー図である。
【図１】 【図２】
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